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＜病棟連絡事項＞

・1/14の当直医が馬渡Dr.→田名部Dr.へ変更となっています。
・朱夏より外部発注の際に量の見極めをして欲しいと話しがありました。
＜患者様連絡事項＞
・豊川　登美枝様～本人より肩の疼痛の訴えありレントゲンの希望聞かれています。

金Dr.より両肩2方向のレントゲン行い、経過観察指示あります。
　　　　　　　　　また退院に向けての面談についてですが夫様より来院は難しいと返答あり、来週以降主治医より夫様に電話連絡することとなっています。
　　　　　　　　　訪問看護の導入について夫様は消極的ではない印象でした。
・若松　邦生様～今月中で退院を調整中です。主治医より必要時は施設職員との面談設定
　　　　　　　　も検討するよう話しありました。PSWにも情報伝達しています。

　　　　　　　　1/12.13の外出の状況を見てから検討していきましょう。
・中村　豊様～深澤Dr.より不眠時薬のブロチゾラム（0.25）20回分処方頂いています。
・宮古　喜久代様～家族様に電話連絡し、タクシ―代について確認していますが来院は難しいとのことで医事での立て替えをすることとなっています。当日、同行するスタッフは領収書を忘れないでください。
・田名部　清一様～家族様に電話連絡し、杖と栄養補助食品の持参がありました。
　　　　　　　　　歩行状態、摂取状況の観察をしていきましょう。

・葛西　せつ様～頭部CT所見を明日以降、深澤Dr.へ依頼していきましょう。頭痛はないですが頭のモヤモヤ感があると話しています。血圧変動はなく日課も問題なく行えています。
・大久保　すい様～膀胱留置カテーテルのよじれがあり、パット内に300mgの尿漏れ確認しています。よじれを直し、ミルキング後バック内へ100mlの尿流出も確認しています。適時、観察していきましょう。

＜要注目患者様ケース検討＞
・阿部　文香様～最近、多弁傾向でしつこさもあり、夜間浅眠や中途覚醒もある状況です。
　　　　　　　　今朝に大声、物に当たる・蹴るなどの粗暴性がありました。東病棟Aユニットにて一時的に過ごし不穏時薬の内服をして落ち着いています。
　　　　　　　　不穏時の使用や傾聴を通して対応するよう主治医より話しがありました。
　　　　　　　　引き続き状態観察をしていきましょう。

・松川　順子様～昼食時に被害的な発言あり、その後声高となりすぐに「先住民って言われたこと忘れないからな。」「お前ら無視しやがって。」と暴言、被害的となっています。スタッフ制止も効かずに拳を握りしめ、走り出す行為あり興奮著明です。
　　　　　　　　東病棟Aユニットにて一時的に過ごし、昼食薬内服したのちに西病棟に

　　　　　　　　戻っています。興奮はなく表情、言動普段通りとなっています。引き続き状態観察をしていきましょう。

・松谷　さと子様～作業療法場面にて他病棟の患者様と口論となり、手を出しそうになったためスタッフ介入し作業療法中断しています。その後、興奮や易怒性はありませんが、最近落ち着かず焦燥感もある状態です。適時主治医へ情報提供し対応していきましょう。
・向井　敦子様～スタッフを睨み付け、妄想発言聞かれています。その後、気分高揚見られ話しかけが多くなり気分のむらが見られています。引き続き状態観察していきましょう。
＜馬渡Dｒ.診察情報＞
・佐々木　理佳様～退院指示、訪問看護指示頂いています。「子供が気になって。」と診察場面でも感情失禁ありました。主治医より必要時傾聴にて本人の不安の軽減を図るよう話ありました。
・西川　和恵様～拒否なく診察を受け、終始穏やかに返答されています。
・阿部　文香様～本日の状態報告をしています。処方内容の変更がありました。主治医と話す中で落ち着き取り戻している為、西病棟にて経過観察としています。引き続き精神症状を観察していきましょう。
・佐々木　康子様～レストランに行くよう主治医より指導があります。また今月中に施設申込みをするよう話あり、PSWに伝達しています。引き続き経過をみていきましょう。
・宮古　喜久代様～明日、整形外科受診予定であるため、それまでは湿布対応で経過観察指示ありました。
＜深澤Dr.退院支援委員会会議＞

・山本　久美子様～家族は当院関連施設への入所を希望されています。無為自閉的であり、妄想言動も聞かれています。精神症状の観察の他、各種プログラムも拒否的である為、参加の促しをしていきましょう。
・内田　都影様～治験中止となり、1/6後観察期間も終了しています。作業療法や活動への参加にムラがあるため、引き続き離床のためにもプログラムへの参加を促していきましょう。
・市川　真紀子様～定期的に外出泊を行い家族との関わりを保つ事が出来ています。妄想に左右された言動は聞かれていますが、行動化はありません。各プログラムへの参加状況は良好です。
・若松　邦生様～今月中にグループホームへの退院を検討しています。次回外出時の状態を確認し、必要であれば面談を設定することとしています。

・向井　敦子様～両親が高齢である事から兄弟は施設への退院を希望しています。便秘はありませんが、下痢症状は持続しています。時折、妄想言動聞かれ気分の不安定さもあるため、引き続き精神症状の観察をしていきましょう。

・船田　泰子様～今週ケアマネとの面談があり、施設選定をしていくことしています。下肢疼痛は自制内であり、ADLも良好な状態です。引き続き状態観察をしていきましょう。

・葛西　せつ様～12/30主治医面談実施しています。年末年始の外泊で退院について話し合った結果、本人・家族共に春先の退院を希望しています。
・中村　豊様～治験中止となり、1/6後観察期間も終了しています。他者への迷惑行為が頻回に見られているため、引き続き精神症状とトラブルについて観察していきましょう。
・大久保　すい様～被毒妄想は時折聞かれ食事摂取量にムラがあります。ベッド上安静であり、膀胱留置カテーテル挿入中である事から、身体症状の観察もしていきましょう。
・若松　澄子様～ADL拡大のため車椅子回収しています。自力歩行により行動範囲も拡大したため、他室侵入が目立っています。所在の確認と共に他者トラブルがないよう観察していきましょう。
・佐々木　睦子様～夫様は施設入所を希望しています。精神症状の変動は目立たず、各プログラムへの取り組みは良好です。視力低下あり、適宜日常生活の援助をしていきましょう。

・松川　順子様～心気的訴えや被害的言動が目立っています。引き続き、状態観察と共に適宜頓服薬の使用をしていきましょう。
・伊藤　雄一様～各プログラムへは概ね参加できています。女性患者様への接触や嗜好品をあげることなど、棟内のルールが守れずにいます。必要時介入していきましょう。
・松谷　さと子様～衝動性や物盗られ妄想、被害妄想は持続しています。棟内での他者トラブルは目立っていませんが、引き続き精神症状の観察をしていきましょう。

・金山　辰巳様～定期的に外出泊をすることで家族との関わりを保っています。時折、拒薬することがあり、清潔保持に対しても拒否的であるため強力な介助が必要な状態です。

・澤口　利香様～自傷行為や突発的行動はなく経過していますが、頓服薬の使用頻度は高くなっています。訴えがあった際は傾聴していきましょう。
